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△ 210 PPP の面積は 

 
22

3

32

35

32

423

)1(2)1(2)1(

)3(2

2

1
)(

a

a

a

aa

a

aaaa
aS












  

 
32

22

32

42

32

422

42

23222

)1(2

)3(

)1(2

3

)1(2

4)1(3

)1(2

2)1(2)1(3
)(

a

aa

a

aa

a

aaa

a

aaaaa
aS



















  

 

)(aS の増減は右の通りで、 3a のとき最大。……(答)  
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3a のとき 
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これは、大きさ
2
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倍と

3


回転の合成変換を表す。 

右図のように、△ 210 PPP と△ 321 PPP の重なり部分を考える。 
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であるから 
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線分 20 PP と 31PP の交点をQとし、 ttQPQP  1:: 20 とすると 
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また、 QP1 は 31PP の定数倍であり、
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①、②より 
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△ 210 PPP の面積は
32

33
であるから、△ QPP 10 の面積は 
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△ 321  nnn PPP と△ 21  nnn PPP の相似比は
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であるから、△ 321  nnn PPP の面積は△ 21  nnn PPP の面積の
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これより、 nS は 
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※△ 210 PPP と△ 876 PPP に重なり部分がないことは自明とした。 


